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1
1
 

幸
早
よ
女
準
タ
 

． 

申
 

昭
和
ニ
十
七
年
度
前
半
期
も
夢
の
様
に
過
 

ぎ
去
つ
た
。
七
ケ
月
二
百
十
四
日
は
相
当
 

曇
口
月
の
様
に
考
え
ら
れ
る
が
、
拐
し
経
 

過
し
て
み
れ
ば
、
仕
事
は
多
く
、
そ
の
日
 

時
の
な
か
つ
た
事
、
今
更
牌
肉
の
歎
を
か
 

つ
つ
の
み
で
あ
る
．
 

こ
の
間
村
会
を
開
催
す
る
事
三
回
、
十
月
 

定
例
村
会
ま
で
に
、
本
村
予
算
畑
嶺
も
四
 

〇
、
四
九
O
、
九
三
八
円
に
膨
脹
レ
、
尚
 

追
加
額
五
五
O
万
円
、
計
四
、
大
（
×
〕
万
 

円
を
要
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
．
 

本
期
間
中
に
於
け
る
事
業
の
主
な
る
も
の
 

を
列
挙
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
〈
一
 

小
学
校
 

新
築
校
舎
は
予
算
三
（
叉
U
万
円
で
工
事
竣
 

工
、
引
渡
し
も
十
月
二
十
一
日
完
了
、
内
 

容
設
備
を
整
え
つ
、
あ
り
ま
す
・
本
年
度
 

は
消
防
出
初
式
を
迎
え
多
年
懸
案
の
消
防
 

機
動
充
実
の
為
出
水
式
三
輸
車
消
防
ボ
ン
 

プ
二
台
を
、
二
五
〇
万
円
に
て
購
入
、
第
 

一
分
団
（
伊
方
古
門
方
面
）
第
一
分
団
（
 

弁
城
）
に
配
車
い
た
し
ま
し
た
．
巾
員
」
ハ
 

」
 

米
、
延
長
四
二
〇
米
、
方
城
炭
砿
正
門
か
 

ら
湯
場
通
を
通
じ
、
一
区
詰
所
に
い
た
る
 

間
の
、
幹
線
道
路
工
事
も
桑
島
悟
氏
が
、
 

一
三
〇
万
円
に
て
落
札
、
去
る
十
月
一
日
 

よ
n
着
エ
し
目
下
工
事
進
捗
中
で
あ
り
ま
 

す
．
永
ら
く
村
民
に
不
便
を
か
け
て
い
ま
 

し
た
、
火
葬
場
も
よ
う
や
＜
関
係
地
区
の
 

了
解
ふ
得
て
、
萩
が
原
に
建
設
中
、
釜
の
 

工
事
も
十
月
二
十
四
日
に
竣
工
し
、
士
一
 

月
初
旬
に
は
使
用
出
来
る
事
と
思
ひ
ま
 

す． ル
1
ス
館
風
被
害
工
事
と
し
て
、
国
庫
 

の
補
助
一
七
一
万
円
を
獲
得
、
〈
一
 

校
第
 

一
級
棟
及
び
伊
方
小
学
校
の
講
堂
の
崎
修
 

工
事
も
着
大
進
捗
し
、
完
成
の
域
に
あ
り
 

ま
す
．
目
下
最
大
の
懸
案
は
、
中
学
校
運
 

勤
場
の
建
設
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
本
件
 

に
関
し
て
も
、
議
会
、
P
T
A
，
村
熱
打
 

部
】
体
と
な
り
早
急
解
決
に
、
努
力
中
で
 

あ
り
ま
す
。
 

以
上
大
体
本
村
の
大
事
業
に
付
、
報
告
 

申
上
げ
ま
し
た
が
、
是
等
の
事
業
も
，
村
 

民
各
位
の
理
解
と
、
協
力
に
よ
り
遂
行
出
 

来
た
も
の
で
、
こ
の
外
社
会
福
祉
優
良
地
 

区
と
し
て
、
又
納
税
膚
績
優
良
町
村
と
し
 

て
、
数
A
の
衷
彰
の
栄
誉
を
獲
ち
得
ま
し
 

た
事
は
、
伝
統
を
誇
る
挙
村
一
致
の
う
る
 

わ
し
い
村
民
風
の
、
し
か
ら
し
め
た
事
と
 

厚
く
感
謝
甲
上
げ
る
と
共
に
、
名
よ
り
も
 

実
を
取
る
堅
実
な
建
設
の
結
果
と
、
深
く
 

皆
様
と
共
に
、
お
喜
び
申
上
げ
、
尚
将
来
 

の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
 

す． 

助
役
再
就
任
の
言
葉
 

高
 
津
 

久
 
雄
 

去
る
十
月
十
四
、
五
の
雨
日
に
亘
り
開
催
 

さ
れ
た
村
議
会
に
於
て
再
選
の
議
決
か
受
 

け
再
度
助
役
と
し
て
勤
め
さ
し
て
頂
く
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
致
 

し
ま
す
．
 

日
本
人
の
至
情
と
し
て
誰
か
吾
が
郷
土
を
 

愛
し
な
い
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
か
．
私
は
 

郷
土
万
城
利
に
限
り
な
き
愛
着
を
持
つ
と
 

共
に
方
城
村
の
伸
展
の
為
に
精
進
を
誓
ふ
 

も
の
で
あ
り
ま
す
．
 

比
較
的
豊
な
村
財
政
と
人
材
に
恵
ま
れ
て
 

い
る
方
城
村
は
他
町
村
に
比
べ
て
確
か
に
 

祝
福
さ
る
べ
き
現
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
 

現
在
着
A
と
し
て
進
行
中
の
教
育
施
設
の
 

完
備
と
優
秀
教
職
員
の
熱
心
と
に
依
る
教
 

育
道
の
興
隆
県
道
直
方
伊
加
里
線
の
改
修
 

促
進
や
村
内
幹
線
道
路
の
実
現
と
更
に
之
 

に
伴
ふ
村
内
培
養
路
線
の
完
備
に
依
る
バ
 

ス
の
運
行
開
始
、
交
通
機
関
の
取
人
れ
に
 

因
る
文
化
意
識
の
向
上
さ
て
は
村
百
年
の
 

将
来
を
企
図
し
て
の
植
林
や
大
規
模
の
貯
 

水
池
の
築
造
計
画
、
村
財
政
の
確
立
施
策
 

等
大
村
民
挙
げ
て
共
に
考
へ
共
に
努
力
を
 

要
す
べ
き
案
件
の
数
多
く
あ
る
こ
と
が
思
 

は
れ
ま
す
．
 

私
は
松
井
村
長
の
よ
き
女
房
役
た
ら
ん
こ
 

と
、
役
場
同
掌
職
員
の
よ
き
相
談
相
手
た
 

ら
ん
こ
と
を
心
に
深
く
念
じ
て
吾
が
方
城
 

村
政
の
為
に
全
魂
を
捧
げ
た
い
一
念
で
あ
 

り
ま
す
．
 

萩
に
村
民
各
位
の
倍
旧
の
御
支
援
と
御
鞭
 

難
を
御
願
申
上
げ
て
助
役
再
就
任
の
挨
拶
 

の
言
葉
と
致
し
ま
す
．
 

読
書
週
間
に
寄
せ
て
 

例
年
の
読
書
週
間
が
来
ま
し
た
秋
は
燈
ド
 

親
む
の
候
読
書
に
最
も
艮
い
シ
ー
ズ
ン
で
 

あ
り
ま
す
．
本
村
図
書
館
は
皆
様
の
御
利
 

用
を
期
待
t
て
丙
ま
す
貸
出
交
庫
も
整
い
 

各
分
館
を
通
し
て
申
込
を
お
待
ち
し
て
丙
 

ま
す
が
利
用
さ
れ
る
分
館
が
少
い
の
で
本
 

週
間
を
契
機
と
し
て
ど
し
ノ
、
利
用
し
て
 

下
さ
い
．
 

本
週
間
中
図
書
館
は
特
別
サ
1
ビ
ス
週
間
 

と
定
め
読
書
の
貸
出
閲
覧
は
勿
論
読
轡
相
 

談
や
資
料
の
握
供
美
術
書
や
貴
重
書
の
特
 

別
展
示
等
も
行
つ
て
丙
ま
す
．
 

尚
ほ
八
幡
市
立
図
書
館
の
特
別
な
御
援
助
 

に
依
つ
て
プ
ツ
ク
モ
ビ
ル
も
御
目
見
得
す
 

る
こ
と
に
な
つ
て
る
ま
す
本
村
図
書
館
も
 

此
っ
あ
り
度
い
と
夢
を
見
て
丙
ま
す
皆
様
 

・
 

の
利
用
に
依
つ
て
此
の
夢
を
実
現
さ
し
て
 

頂
き
た
い
も
の
で
す
．
 

十
月
に
お
も
う
 

チ
 

ョ
 

キ
 

十
月
一
日
、
世
界
の
注
目
を
あ
び
た
総
選
 

挙
終
る
。
演
説
会
で
新
聞
記
者
に
コ
ツ
プ
 

の
水
を
か
け
た
吉
田
首
相
の
ワ
ン
マ
ン
振
 

り
を
憤
慨
す
る
も
の
は
、
革
進
派
の
人
A
 

だ
け
だ
ろ
う
か
、
 
封
建
制
を
好
む
 
「ポ 

ス
」
は
こ
れ
を
や
り
手
と
lK
”
っ
そ
う
で
あ
 

る． 
味
の
悪
い
外
米
の
七
割
五
分
程
度
の
価
格
 

で
農
薬
者
に
供
出
を
強
制
し
、
減
祝
で
国
 

民
生
活
が
安
定
し
た
と
は
農
業
者
を
馬
鹿
 

に
し
た
話
、
今
度
の
選
挙
で
現
政
府
は
再
 

軍
備
を
し
て
い
る
と
か
、
秘
密
外
交
だ
と
 

自
由
覚
の
「
ボ
ロ
」
が
出
た
．
時
大
は
こ
 

・
つ
し
て
国
民
の
前
に
各
政
党
が
「
ポ
ロ
」
 

を
出
し
あ
い
、
知
ら
ぬ
が
仏
の
国
民
圭
月
 

て
ぬ
よ
う
政
界
人
に
望
み
た
い
．
 

総
選
挙
に
続
い
て
電
産
ス
ト
、
炭
労
ス
ト
 

と
賀
上
げ
闘
争
始
ま
る
．
資
本
主
義
下
に
 

は
山
働
者
の
ス
ト
は
つ
き
も
の
、
ス
ト
に
 

負
け
れ
ば
資
本
家
の
云
う
条
件
で
働
か
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
体
裁
の
い
い
奴
隷
も
同
 

様
、
山
働
者
と
し
て
正
当
な
る
要
求
を
拒
 

む
資
本
家
に
対
し
て
は
、
無
期
限
ス
ト
も
 

や
む
を
得
な
い
．
し
か
し
其
の
要
求
が
正
 

当
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
交
渉
も
け
つ
れ
つ
 

し
て
の
ち
，
町
の
労
働
者
に
迷
惑
を
か
け
 

ぬ
準
備
と
援
助
か
得
て
か
ら
」
］
働
者
の
唯
 

一
の
武
器
を
使
用
し
た
い
。
賃
上
げ
の
要
 

求
の
た
び
に
ス
ト
が
あ
り
、
ス
ト
の
た
び
 

に
爵
働
者
の
口
か
ら
「
又
ス
ト
か
」
と
云
 

う
声
が
き
か
れ
る
よ
う
で
は
、
自
滅
の
外
 

は
あ
る
ま
い
．
幽
働
教
育
の
徹
底
を
祈
つ
 

て
や
ま
な
い
．
 

或
人
の
話
で
あ
る
が
、
A
村
の
村
議
会
の
 

傍
聴
に
行
つ
た
が
さ
つ
ぱ
り
判
ら
な
い
と
 

の
こ
と
．
そ
の
理
由
を
き
く
と
非
公
開
で
 

議
案
の
審
議
が
行
は
れ
、
そ
の
席
で
ま
と
 

ま
つ
た
意
見
に
し
た
が
つ
て
、
本
会
臓
で
 

短
時
間
に
議
決
が
な
さ
れ
る
と
云
う
．
そ
 

の
た
め
否
決
．
保
留
と
な
つ
た
議
案
に
対
 

し
誰
が
何
の
理
由
で
反
対
し
た
の
か
、
賛
 

成
し
た
の
か
一
般
傍
聴
者
は
知
る
こ
と
が
 

出
来
な
い
と
の
こ
と
．
非
公
開
で
議
案
の
 

審
臓
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
か
、
 

な
へ
ん
に
あ
る
の
か
知
ら
な
い
が
村
民
の
 

臓
会
に
対
す
る
不
信
は
、
臓
会
の
度
に
高
 

ま
る
だ
ろ
う
．
議
会
議
員
が
村
民
の
代
弁
 

者
と
し
て
の
責
任
を
認
識
さ
れ
、
一
日
も
 

早
く
か
か
る
議
会
の
運
営
か
ら
脱
出
さ
れ
 

明
い
村
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
．
A
村
の
た
 

め
に
祈
り
た
い
．
 

水
稲
立
毛
品
評
会
 

報
告
に
つ
い
て
 

十
月
十
七
日
、
秋
の
日
差
に
黄
金
波
打
ち
 

ほ
・
え
む
圃
場
を
次
か
ら
次
へ
と
一
行
は
 

昭
和
二
十
七
年
度
の
水
稲
立
毛
品
評
会
の
 

審
査
を
無
事
終
了
致
し
、
蚊
に
皆
様
へ
本
 

紙
を
以
つ
て
左
記
の
通
り
成
績
を
報
告
し
 

ま
す
．
 

記
 

一
、
審
査
日
時
 

十
月
十
七
日
 

一
、
出
品
総
数
 

参
拾
四
点
 

一
、
審
査
総
数
 

参
拾
四
点
 

一
、
入
賞
者
 

壱
 

◇
得
点
数
 

九
四
点
 

八
七
ク
 

弐
 

八
五
点
 

八
四
ク
 

八
ー
ク
 

参
 

八
一
一
点
 

八
〇
ク
 

七
八
ク
 

七
八
ク
 

七
六
ク
 

等
 
賞
 

◇
栽
培
品
種
 
◇
氏
名
 

農
林
十
八
号
 
池
永
 
吾
市
 

農
林
十
八
号
 
村
田
 
芳
夫
 

等
 
賞
 

農
林
十
一
一
号
 
松
井
 
肝
徳
 

農
林
十
八
号
 
榊
 

徳
克
 

農
林
士
一
号
 
香
月
美
佐
男
 

等
 
賞
 

農
林
一
一
十
七
号
 
持
丸
 
要
 

南
海
参
号
 

木
村
七
次
郎
 

農
林
十
二
号
 
渡
 

信
吉
 

農
林
ニ
十
七
号
 
香
月
一
生
 

農
林
士
一
号
 
香
月
 
光
義
 

以
 
上
 

経

済

課

係

 



(2) 報
 

時
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民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

rD よ
 

ー
 
、
 

〔
／
」
 

《
h
J
 

aJ ー
 

園
熱
に
関
す
る
 

貴
地
研
究
会
 

永
 
末
 

生
 

動
労
青
年
の
た
め
に
人
格
の
陶
治
社
会
人
 

職
業
人
と
し
て
の
基
本
的
知
識
技
能
の
研
 

修
を
図
り
、
併
せ
て
郷
土
文
化
の
創
造
を
 

期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
青
年
学
級
の
 

方
針
上
密
接
な
関
係
の
あ
る
青
年
学
級
指
 

導
上
地
域
社
会
に
即
応
し
て
、
特
殊
性
を
 

帯
び
た
本
村
に
必
須
な
「
闘
芸
に
関
す
る
 

実
地
研
究
会
」
が
去
る
十
月
八
日
添
田
町
 

錦
原
の
井
手
上
農
剛
に
於
い
て
実
施
さ
れ
 

、
よ
い
機
会
で
あ
る
の
で
之
が
研
究
の
た
 

め
指
導
者
始
め
生
徒
数
名
と
共
に
田
席
す
 

一
、
疏
菜
に
就
い
て
 

県
農
場
指
常
地
で
あ
る
錦
原
は
標
「
羅
抜
 

八
ニ
ー
一
（
又
〕
米
以
上
の
地
帯
で
年
皿
均
 

二
五
、
一
度
の
高
温
且
降
水
量
年
総
量
 

一
、
八
O
〇
粍
以
上
の
名
湿
の
た
め
早
播
 

は
不
可
、
病
虫
害
の
発
生
が
特
に
多
く
、
 

＋
字
科
疏
菜
の
違
作
は
病
菌
の
発
生
に
弱
 

い
た
め
適
当
な
ら
ず
、
反
面
粘
土
質
の
特
 

質
と
し
て
降
雨
後
＋
責
の
表
面
が
硬
く
な
 

り
、
高
原
地
帯
の
条
件
と
し
て
夜
間
の
温
 

度
が
下
る
た
め
牛
ボ
ウ
、
大
根
類
の
栽
培
 

に
適
す
．
 

◇
大
根
（
（
器
辰
早
生
栽
培
〕
 

大
根
は
一
般
に
冷
原
多
湿
の
気
候
を
好
 

み
、
粘
質
壌
土
の
如
き
緊
り
易
い
土
地
 

に
適
す
た
め
錬
魚
地
帯
に
最
適
．
 

肉
質
級
密
甘
味
に
富
み
漬
物
に
し
て
香
 

り
高
く
、
売
行
き
も
よ
く
博
多
方
面
に
 

相
当
出
荷
さ
れ
て
丙
る
．
 

薬
剤
撒
布
、
ニ
ツ
カ
リ
ン
剤
一
O
回
以
 

上． 

◇

牛

 
ぽ》っ 

錦
原
の
牛
ぼ
う
は
特
有
の
芳
香
と
風
味
 

を
持
ち
、
肉
質
徹
密
、
耕
土
の
極
め
て
 

深
い
の
で
栽
培
要
易
な
り
、
利
用
も
大
 

根
同
様
で
あ
る
．
 

◇
白
 
菜
 

八
月
中
旬
播
種
の
も
の
本
葉
五
上
ハ
枚
 

禍
紋
病
の
発
生
を
見
る
。
 

硫
安
施
肥
中
 

白
然
的
適
良
な
条
件
を
備
え
て
丙
る
地
 

方
で
は
直
播
も
悪
＜
な
い
が
、
成
る
べ
 

く
移
植
法
に
よ
る
方
が
成
績
良
好
で
あ
 

る
と
．
 

◇
西
瓜
栽
培
が
顕
著
に
発
連
し
た
．
 

二
、
果
樹
に
就
い
て
 

皿
掃
と
し
て
は
気
象
上
よ
り
見
て
梨
、
 

葡
萄
等
の
落
葉
果
樹
か
適
当
で
あ
る
．
 

傾
斜
地
栽
培
は
数
量
が
少
い
。
 

◇
梨
 一

町
ー
ハ
反
歩
栽
培
、
長
十
郎
多
く
、
】
一
 

十
世
紀
少
い
．
樹
令
百
年
以
上
も
あ
る
 

が
適
当
樹
令
に
つ
い
て
は
確
な
ろ
学
説
 

も
な
い
が
五
十
年
に
一
回
位
の
問
伐
を
 

必
要
と
す
る
．
 

◇
葡
 
萄
 

二
町
二
反
歩
栽
培
（
キ
ヤ
ン
ベ
ラ
1
) 

五
月
十
日
ー
二
十
日
頃
の
鵬
風
の
危
険
 

あ
り
裁
培
困
難
、
之
が
防
止
対
策
に
考
 

慮． 

◇
蜜
 
柑
 

一
町
歩
栽
培
 

夜
間
冷
え
る
た
め
皮
が
厚
く
酸
味
が
強
 

い
の
で
貯
蔵
に
適
し
翌
年
五
、
大
月
ま
 

で
貯
蔵
可
能
な
り
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十
月
選
畢
結
果
 

方
城
村
選
挙
管
理
委
員
会
 

昭
和
二
十
七
年
十
月
執
行
選
挙
に
お
け
る
 

に
対
す
る
深
い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
る
 

方
城
村
の
投
票
及
び
開
票
の
結
果
は
優
秀
 

も
の
と
感
謝
致
し
ま
す
．
 

な
る
成
績
を
も
つ
て
終
了
す
る
事
が
出
来
 

左
に
其
の
状
況
を
掲
載
l
皆
様
の
今
後
 

ま
し
た
．
こ
れ
は
村
民
皆
様
の
公
明
選
挙
 

の
参
考
と
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
．
 

一
、
衆
議
院
議
員
線
選
基
及
ぴ
最
高
裁
判
所
裁
判
官
 

国
民
審
査
投
票
者
調
 

区
 

分
 

男
 

女
 

計
 

当
日
の
有
権
者
数
 

三
、
入
六
五
 

投
 

票
 

者
 

数
 

三
、
 
五
九
一
 

棄
 

権
 

者
 

数
 

一
一
七
四
 

投
 

票
 

率
 

九
三
％
 

三
、
九
一
O
 

三
、
 

五
六
七
 

三
四
「
一 

九
一
％
 

七
、
七
七
五
 

七
、
 

一
五
入
 

」
ハ
ー
七
 

九
一
一
％
 

一
、
同
各
投
票
所
別
投
票
率
 

、
 

投票所名 

男
ーH
H
」‘ョ
川
剰
馴
d
「ー
I
引」
ー 

（
鷲
綴
妙
 

第
二
投
票
所
 

へ， 

場
〕
 

%
 

%
 
%
 

ん

一

、

ん

 
八

ん

、

一

 

九
一
 

聖
、
へ
 
四、一」 

ん
l
I
一 

餌
編
欝
）
究
郎
気
 
鋤
 

第纏票「望8

ミー九雪 

三
、
同
 
開
 

票
 

結
 

果
 

m
投
票
総
数
七
、
一
五
入
票
｛
鏑
難
 
六
、
か
醗
裏
 

回
衆
議
院
各
候
補
者
の
得
票
数
 

池

田

績

治

 

林
 

信

雄

 

田

原

春

次

 

成

重

光

真

 

滝

井

義

高

 

矢

野

斉

士

 

有

馬

英

治

 

木

ド

重

範

 

一
候
補
者
氏
名
 社

会
党
右
派
 

自
 

由
 

党
 

社
会
党
右
派
 

協
 

同
 

党
 

社
会
党
左
派
 

無
 

所
 

属
 

再

建

同

盟

 

無
 

所
 

属
 

党
 

派
 

四

四

一

 

玉一 

七

四

o

 

「
」
大
 

」
fl
一金 

ん
一
一
 

兄
 

一一一 

さ
 

一
得
票
数
 

一岡 

正

美

 

一
永
野
若
松
 

奥
村
喜
和
男
 

平

井

義

一

 

江
田
斗
米
吉
 

一
林
田
惣
七
郎
 

石

崎

千

根

 

一
 

候
補
者
氏
名
 無

 

所
 

属
 

ク

 

ク

 

自
 

由
 

党
 

ク
 

改
 

進
 

党
 

無
 

所
 

属
 

党
 

派
 

B
」召 九

ん

 

舌
 

一」雲一 
一」芙 

五

一

一

 

え
 

得
票
数
 

囚
最
高
裁
判
所
裁
判
官
得
票
調
 

有
 

効
 

投
 

票
 

数
 

無
 

効
 

投
 

票
 

数
 

投
 

票
 

総
 

数
 

谷
 

村
 

唯
 

一 

郎
 

入
 

江
 

俊
 

郎
 

田
 

中
 
耕
 

太
 

郎
 

木
 

村
 

善
 

太
 

郎
 

小
 

林
 

俊
 

三
 

審

査

に

附

さ

れ

る

 

裁

判

官

の

氏

名

 

七 六 
、 

一六四 
五七入 

入七一 

, ' ' 
.. S 

六 七 六 七 7、、 
入 三 九 四 五 
二 五 入 一 ニ 

回
司
引
川
司
J
ー 

す
 

る
 

も
 

の
 

四
、
」
ハ
一
一
九
 

四
、
七
四
0
 

四
、
 
七
入
三
 

四
、
 

七
四
」
（
 

四
、
七
九
九
 

コ胸ー 

J
川
司
ー
］
I
 

し
 
な
 
い 
も
 
の
 

四
、
教
育
委
員
曾
委
員
選
暴
投
票
者
圏
 

当
日
の
有
権
者
数
 

投
 

票
 

者
 

数
 

棄
 

権
 

者
 

数
 

投
 

票
 

率
 

区
 

分
 

三
、
七
九
九
 

三
、
五
三
六
 

一
一
六

111 

九
三
％
 

男
 

三
、
 
入
五
一
 

」1
、
 
五
七
一
一
 

一
一
七
九
 

九
二
、
 
入
％
 

女
 

七
、
 

六
五
〇
 

七
、
一
〇
八
 

五
四
一
一
 

九
三
％
 

計
 

m
各
投
票
所
別
投
票
率
 

投
票
所
別
 

第
一
投
票
所
 

第
二
投
票
所
 

男
 

女
 

計
 

%
 

%
 
%
 

ん
l
I
に
 
九」、ん 

智
 

き
」
、
」
き
え
 

き一 

投
票
所
別
 

第
三
投
票
所
 

第
四
投
票
所
 

男
 

女
 

計
 

%
 

%
 
%
 

允
、
三
 
んO
、一」 

き
 

空
、
五
 
ん四、四 

九『 

②

開

 
票
 

結
 

果
 

区
 

分
 

投
票
総
数
 

有
効
投
票
 

無
効
投
票
 

県

教

育

委

員

 

村

教

育

委

員

 

七
、
一
O
入
 

六
、
O

入
五
 

一
、
〇
二
三
 

七
、
 

一
〇
入
 

六
、
 

九
四
五
 

一
」
ハ
三
 

⑧
各
候
補
者
別
得
票
数
 

イ
、
県
 
教
 
育
 
委
 
員
 

赤 村 島 安 

塚 上 谷部 

欣 助 貞清 

二 雄 雄 美 

候
補
者
氏
名
（
届
出
順
〕
 

一
 

、

 

一
 

一
 

一
 

一
 

三
、
 

一
七
四
 

一、 

三
五
四
 

四
三
大
 

得
 

票
 

数
 

、
村
 
教
 
育
 
委
 
員
 

田
 

辺
 

雅
 

雄
 

白
 

石
 

チ
 

ヅ
 

ル
 

村
 

田
 

善
 

太
 

郎
 

中
 

山
 

英
 

雄
 

田
 

島
 

文
 

彦
 

佐
 

伯
 

亮
 

一 

小
 

田
 

部
 

博
 

候
補
者
氏
名
 
（
得
票
順
〕
 

、
一
一
入
九
 

、
一
一
七
九
 

、
一
一
三
六
 

、 
一
一
」
三
 

、 
〇
一
五
 

五
五
入
 

四
三
五
 

得
 

票
 

数
 

当
選
（
四
年
）
 

当
選
（
四
年
〕
 

当
選
（
一
一
年
〕
 

等
選
（
一
一
年
〕
 

次
 

点
 

当
 

落
 

別
 



にJ ー
 
、
 

0
 

ー
 
、
 

。‘ 
にJ 

aJ ー
 

報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

、j
」 

3
 

‘、 

農

産

物

共

進

会

 

開

催

に

つ

い

て

 

今
回
村
に
於
き
ま
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
 

度
農
麗
物
共
進
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
農
家
の
皆
様
が
奮
つ
て
多
 

数
出
品
さ
れ
ま
十
様
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
 

尚
出
品
物
に
対
す
る
規
格
等
は
左
記
の
 

通
り
で
す
．
 

記
 

一
、
日
時
 
士
一
月
中
旬
（
三
日
間
の
予
 

定） 
一
、
場
所
 
方
城
村
農
業
会
館
の
予
定
 

一
、
出
品
物
規
格
 

穀
類
之
部
 

穀
類
 
玄
米
、
小
麦
裸
、
そ
ば
、
粟
 

各
A
三
合
宛
 

豆
類
 
大
豆
、
小
豆
、
え
ん
豆
、
そ
ら
 

ま
め
、
落
花
生
そ
の
他
 

各
大
三
合
宛
 

疏
菜
類
之
部
 

根
果
菜
類
 

馬
鈴
薯
（
五
個
）
里
芋
（
二
株
 

）
人
参
、
こ
ぼ
う
（
五
本
宛
）
 

甘
諸
（
五
個
）
つ
＜
ね
い
も
（
 

三
本
）
と
っ
が
ら
し
（
一
合
）
 

ね
ぎ
（
三
本
叉
は
百
匁
）
大
根
 

（三
本
）
早
瓜
（
」
荷
）
蓮
根
 

つ
禾
）
玉
葱
（
五
個
）
 

葉
菜
類
 白

菜
つ
」
株
）
甘
藍
ロ
」
個
〕
 

挙
っ
れ
ん
草
（
五
株
）
し
ゆ
ん
 

ぎ
く
（
十
株
）
 

果
実
之
部
 

果
実
類
 

1 

か
き
、
み
か
ん
、
そ
の
他
 

（
各
姿
信
宛
）
 

畜
産
之
部
 

小
家
畜
 鶏

卵
（
三
個
）
 

加
工
之
部
 

農
産
加
工
類
 

み
そ
（
五
十
匁
）
醤
油
つ
谷
 

）
大
根
漬
つ
一
禾
）
白
菜
漬
（
 

二
か
ぶ
）
ら
つ
き
よ
漬
。
一
合
 

）
そ
の
他
適
宜
 

畜
産
加
工
 

毛
皮
（
一
枚
）
牛
乳
（
一
合
）
 

藁
工
品
 縄

、
大
縄
口
干
米
）
小
縄
（
 

二
」
→
木
）
吠
（
一
枚
）
む
し
ろ
 

（
一
枚
）
ふ
こ
（
一
荷
）
履
物
 

（
一
足
）
ほ
う
き
（
一
本
〕
 

林
業
加
工
 

木
工
品
（
一
具
）
竹
工
品
（
一
 

具） 

墨
ホ
之
部
 

展
示
品
 各

種
試
験
成
績
、
書
画
、
芸
術
 

品
、
農
林
工
業
品
、
生
花
、
 

畜
産
加
工
品
 
各
種
農
機
具
、
 

防
除
機
材
類
 

以
上
 

（
経
済
課
係
）
 

十
【
月
の
農
事
メ
モ
 

麦
イ
．
選
種
n
水
の
中
に
種
子
を
入
れ
 

適
当
に
種
子
が
浮
く
よ
う
塩
又
は
硫
安
を
 

溶
解
し
、
重
い
種
子
を
選
ぶ
 

ロ
、
種
子
消
毒
H
ウ
ス
プ
ル
ン
又
は
メ
 

ル
ク
ロ
ン
を
水
一
斗
に
五
匁
溶
か
し
、
種
 

子
を
一
時
間
浸
す
．
風
呂
湯
浸
法
は
、
湯
 

温
を
小
麦
四
十
六
度
・
裸
四
十
五
度
と
し
 

種
子
を
浸
し
て
、
一
時
間
に
温
度
が
一
度
 

降
る
よ
う
調
節
し
十
時
間
し
て
引
き
上
げ
 

る． 
' 

ハ
、
催
芽
廿
風
呂
浸
し
を
終
つ
た
種
子
 

を
薄
く
広
げ
て
ヌ
レ
ム
ツ
ロ
を
覆
い
、
芽
 

が
白
く
ふ
く
ら
ん
だ
ら
播
種
を
行
う
か
、
 

蔭
干
し
と
し
て
貯
蔵
す
る
．
普
通
種
芋
よ
 

り
五
日
ー
一
〇
日
位
早
く
発
芽
す
る
．
 

ニ
、
ト
ビ
ム
シ
モ
ド
キ
の
被
害
防
止
n
 

小
麦
の
発
芽
の
悪
い
処
に
は
、
播
種
前
種
 

子
に
B
H
c
粉
剤
を
ま
ぶ
す
．
 

ホ
、
燐
酸
肥
料
は
全
量
を
元
肥
と
し
て
 

過
り
ン
サ
ン
又
は
ト
1
マ
ス
燐
肥
を
反
当
 

五
貫
以
上
施
用
す
る
．
 

へ
、
加
里
肥
料
は
龍
と
し
て
反
当
塩
 

加
・
硫
酸
加
里
を
ニ
ー
三
貫
施
用
す
る
。
 

ト
、
窒
素
肥
料
は
元
肥
に
多
く
施
用
す
 

る
を
さ
け
（
石
灰
窒
素
を
除
く
）
硫
安
に
 

し
て
三
ー
四
貫
・
尿
素
一
貫
五
百
匁
ー
一
一
 

貫
・
石
灰
窒
紫
六
貫
程
度
 

菜
種
 
イ
、
定
植
は
十
二
月
中
旬
ま
で
 

に
行
う
。
 

ロ
、
畦
巾
及
び
株
間
n
大
苗
は
五
尺
、
 

畦
二
条
植
株
間
一
尺
二
寸
・
中
苗
は
四
尺
 

八
寸
・
二
条
植
・
一
尺
・
小
苗
は
四
尺
五
 

寸
畦
二
条
八
寸
を
幕
準
と
す
る
．
 

ハ
、
苗
は
直
立
植
と
し
、
葉
柄
の
基
部
 

迄
土
を
か
け
、
根
元
を
よ
く
お
さ
え
る
．
 

ニ
、
元
肥
の
其
準
は
堆
肥
二
〇
O
貫
・
 

硫
妥
三
貫
又
は
尿
素
一
貫
五
百
か
石
灰
窒
 

素
六
貫
・
過
リ
ン
サ
ン
又
は
ト
1
マ
ス
燐
 

肥
七
貫
・
塩
加
又
は
硫
酸
加
里
二
貫
。
 

疏
菜
 
玉
葱
H
酸
性
に
弱
い
の
で
石
灰
を
 

施
用
、
基
肥
と
し
て
下
肥
五
〇
貫
・
硫
安
 

」
責
・
過
り
ン
サ
ン
十
五
貫
・
硫
酸
加
里
 

五
貫
・
堆
肥
三
百
貫
程
度
施
用
 

甘
年
廿
大
苗
は
抽
苔
し
易
い
．
元
肥
と
 

し
て
堆
肥
三
百
貫
・
下
肥
五
O
貫
・
硫
妥
 

「
責
・
過
リ
ン
サ
ン
ー
ー
貫
・
硫
酸
加
里
 

四
貫
程
度
施
用
 

葉
類
旦
重
堆
肥
二
百
貫
・
下
肥
五
O
 

貫
・
硫
安
」
責
・
過
リ
ン
サ
ン
八
貫
・
硫
 

酸
加
里
四
貫
程
度
施
用
（
」
，
尾
普
及
員
）
 

九
月
新
刊
図
書
 

著
 
者
 

書
 

名
 

笠
 
信
太
郎
 

資
本
主
義
の
運
命
 

小
野
 
則
秋
 

日
本
図
書
館
史
 

小
原
 
国
芳
 

玉
m
児
童
百
科
大
辞
典
 

26 
巻
 

仙
田
』
正
雄
 

図
書
分
類
と
図
書
記
号
 

中
村
 
初
雄
 

洋
書
目
録
法
 

研
究
社
辞
書
部
 
ス
ク
1
ル
英
和
新
辞
典
 

斉
藤
秀
三
郎
 

英
中
辞
典
 

3B 
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四、投稿先 方城村公民舘 斜番鰻喜典 ‘ 

9 月ブツクルーム 

◇原稿募集◇ 利用された書物 利用回数 
初恋物語 123 

一、論文随筆創作文芸評論何んでも建 競菜園芸相談 

友の会新 
登録者数

学生 4 

一股 

計 

に” 

。】 

数
 

日
 

舘
 

開
 

日
 

n。
 

り］ 

1
4
9
3
9
4
0
3
6
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、パP 

ォ
0
（何”H
熱
」
賞
倫
」
m
脇
脚
賞
慈
護
中
 

方
城
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会
句
抄
f
（喫 

夏
萩
の
咲
き
は
じ
め
つ
×
且
つ
こ
ぼ
れ
 

白
石
天
留
翁
 

磐
石
に
楓
小
さ
く
萱
太
く
 

末
花
に
蝶
飛
び
交
え
る
胡
麻
を
刈
る
 

梅
崎
 
魁
陽
 

香
煙
の
ま
つ
わ
る
萩
や
瀬
祭
忌
 

犬
小
屋
担
ぐ
秋
日
の
濃
し
と
云
ふ
妻
と
 

白
石
 
芝
山
 

往
診
に
来
て
黙
紅
葉
に
は
早
く
 

投
げ
言
葉
投
げ
か
え
し
つ
、
稲
を
刈
る
 

白
石
千
鶴
子
 

キ
ヤ
ン
パ
ー
の
枝
栗
も
ち
て
下
る
あ
り
 

L
ば
ら
く
は
風
と
も
な
い
て
萩
の
雨
 

1
 

》 

画
房
よ
り
萩
見
る
人
に
声
か
、
る
 

東
 

焚 

石
段
に
憩
え
ば
眠
し
蝿
時
雨
 

・ 

吉
田
南
窓
子
 

か
な
ノ
、
や
昼
寝
し
て
い
る
茶
店
番
 

湯
上
り
は
涼
し
四
辻
に
子
を
抱
い
て
 

香
月
 
梅

邸

 

天
高
し
坑
を
出
て
来
し
坑
夫
等
に
 

月
お
ぼ
ろ
夫
に
誘
れ
出
て
み
た
く
 

時
雨
傘
坑
出
し
夫
に
さ
し
か
く
る
 

月
の
道
渡
舟
場
に
来
て
返
し
け
り
 

松
茸
の
罷
あ
り
汽
車
の
こ
み
あ
え
る
 

河
原
比
佐
於
 

笠
 

鳴
海
 

約
東
を
た
が
え
子
に
詑
び
秋
の
雨
 

高
崎
 
東
風
 

向
日
葵
の
一
本
の
ほ
か
何
も
な
く
 

入
選
に
つ
y

く
入
選
ホ
句
の
秋
 

石
橋
 
梅
園
 

草
の
架
飛
ん
で
ま
ぶ
し
き
事
務
の
窓
 

!

.

.

!
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一
、
久
ー
ハ
分
舘
 

懸
案
の
分
館
新
築
が
昨
年
度
末
に
落
成
 

し
新
装
成
つ
た
ニ
十
坪
余
の
新
館
で
地
 

域
住
民
の
必
要
を
満
し
、
こ
れ
を
契
機
 

に
活
発
な
利
用
が
漸
次
文
化
向
上
に
役
 

立
つ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
、
え
ま
し
い
 

現
象
で
あ
る
。
 

一
、
畑
分
舘
長
浦
支
所
の
落
成
 

畑
分
館
は
地
理
的
に
恵
ま
れ
な
い
長
浦
 

部
落
を
製
日
し
て
い
る
為
、
分
館
の
茶
 

の
間
的
利
用
に
不
便
を
痛
感
、
早
く
か
 

ら
支
所
新
築
の
計
画
を
進
め
て
い
た
が
 

何
分
戸
数
も
少
く
約
四
十
万
円
の
資
金
 

調
達
、
敷
地
等
あ
ら
ゆ
る
悪
条
件
を
克
 

服
し
て
漸
く
実
を
結
び
、
十
五
坪
の
安
 

所
新
築
の
落
成
式
か
挙
行
さ
れ
た
．
一
 

同
に
深
い
感
銘
を
与
へ
た
其
の
席
一
、
 

地
元
の
大
先
輩
香
月
春
太
郎
氏
は
次
の
 

様
な
謝
辞
と
激
励
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
 

此
の
支
所
新
築
に
使
わ
れ
た
桧
材
は
私
 

共
が
若
い
頃
凡
そ
四
十
年
前
『
長
浦
部
 

落
で
共
同
植
林
を
し
毎
年
下
草
刈
夢
は
 

ず
し
間
伐
等
永
年
苦
労
し
て
平
等
に
手
 

入
育
成
を
し
た
材
木
で
あ
り
ま
す
が
、
 

床
柱
と
な
る
良
材
は
極
め
て
数
が
少
い
 

の
で
あ
り
ま
す
．
そ
れ
こ
そ
木
材
を
適
 

材
適
」
m
に
利
用
し
て
完
成
致
し
ま
し
た
 

今
後
は
此
の
安
所
を
牟
人
教
青
の
場
と
 

し
て
老
若
男
女
の
別
な
＜
長
浦
の
人
を
 

青
成
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
 

の
よ
り
よ
い
利
用
と
協
力
に
依
つ
て
社
 

会
の
床
柱
と
な
る
多
く
の
人
女
を
】
舟
（
浦
 

か
ら
社
会
に
送
り
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
 

ん
．
以
上
の
お
話
で
参
列
者
一
同
深
い
 

感
銘
を
受
け
、
将
来
の
発
展
が
期
待
さ
 

れ
る
。
 

一
、
丸
山
分
舘
 

青
少
年
不
良
化
防
止
の
一
環
と
し
て
毎
 

年
林
間
学
校
を
開
設
し
て
優
秀
な
成
績
 

を
挙
げ
て
い
る
丸
山
分
館
は
、
更
に
昨
 

年
十
月
か
ら
浦
田
先
生
を
迎
へ
て
二
十
 

名
の
生
徒
で
珠
算
部
を
設
け
、
練
習
の
 

成
果
は
田
川
市
で
行
わ
れ
た
検
定
試
験
 

に
五
級
一
名
A
暑
、
六
月
に
は
四
級
一
一
 

名
、
五
級
一
名
の
合
格
者
を
出
し
、
十
 

月
五
日
直
方
市
で
行
は
れ
た
検
定
試
験
 

に
大
量
合
格
者
を
出
し
、
館
員
一
同
益
 

A
精
進
を
誓
い
一
段
の
飛
躍
が
期
待
さ
 

れ
る
．
 

因
に
合
格
者
は
次
の
通
り
で
あ
つ
た
．
 

三
級
 
原
田
礼
子
（
中
学
一
犀
生
）
原
 

田
ツ
キ
ミ
（
青
年
団
員
）
 

四
級
 
原
田
サ
カ
ェ
、
原
田
司
（
青
年
 

団
員
）
原
田
ク
ミ
子
、
原
田
安
子
（
中
 

学
一
犀
生
）
原
田
和
子
（
中
学
一
年
生
）
 

五
級
 
原
田
交
夫
、
原
田
繁
春
（
中
学
．
 

三
年
生
）
原
田
隆
吉
、
原
田
キ
ズ
ェ
（
 

小
学
大
年
生
）
 

以
上
 

杜
曾
教
育
研
究
大
曾
国
 

嬬
人
書
郡
連
合
曾
長
 

①
婦
人
会
の
在
り
方
、
婦
人
自
身
の
質
の
 

向
上
家
庭
で
は
良
き
饗
で
あ
り
良
き
母
と
 

な
り
社
会
の
為
に
役
立
つ
人
間
を
作
る
．
 

②
婦
人
会
経
費
面
に
つ
い
て
数
字
的
に
細
 

か
な
説
明
が
あ
り
特
に
最
近
の
出
来
事
と
 

し
て
比
島
婦
人
の
慰
安
会
や
慰
問
人
形
を
 

贈
つ
た
n
単
髭
の
気
づ
か
ぬ
細
か
い
点
か
 

ら
広
く
は
海
外
ま
で
外
交
の
一
端
を
に
な
 

つ
て
い
る
活
動
の
実
態
を
御
承
知
下
さ
つ
 

て
男
性
の
理
解
レ
」
認
識
と
協
力
を
求
め
る
 

青
年
園
代
表
 

①
郡
青
年
団
の
在
り
方
団
員
の
幸
福
の
為
 

一
日
も
早
く
各
町
村
毎
に
グ
ル
1
プ
を
作
 

つ
て
貰
い
た
い
．
 

②
運
動
と
指
導
の
二
面
が
あ
る
．
 

イ
、
指
導
者
米
成
年
者
対
照
智
識
人
格
技
 

能
の
陶
治
4
H
ク
ー
フ
プ
・
ポ
1
イ
ス
カ
ウ
 

ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
の
利
用
．
 

ロ
、
運
動
青
年
団
連
勘
は
不
A
曇
な
社
会
 

を
合
理
化
す
る
の
が
運
動
の
使
命
で
あ
る
 

⑧
婦
人
会
の
理
解
と
協
力
、
援
助
を
求
め
 

る． 

畢
校
代
表
 
稲
田
勇
氏
 

人
間
の
成
長
に
は
遺
伝
と
環
境
と
が
あ
る
 

子
供
を
優
れ
た
環
境
に
置
く
事
が
大
人
の
 

責
任
で
あ
る
．
よ
り
よ
き
環
境
を
作
る
為
 

各
種
施
設
の
充
実
と
相
侯
つ
て
成
人
・
婦
 

人
・
P
T
A
教
育
の
重
大
性
が
強
く
要
望
 

せ
ら
れ
る
．
学
校
教
育
と
社
会
教
育
は
車
 

の
雨
輪
の
如
き
も
の
で
あ
る
．
 

麟
倉
代
表
 
原
田
秀
次
郎
氏
 

①
特
に
時
流
に
流
れ
易
い
青
年
熱
巨
』
最
 

大
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
 

②
経
費
多
端
の
折
柄
で
あ
る
が
，
方
城
村
 

で
は
教
育
費
に
は
ド
シ
ノ
、
支
出
し
て
い
 

る． 
続
い
て
大
石
実
君
其
の
他
か
ら
活
発
な
質
 

疑
が
あ
り
、
そ
れ
ム
、
講
師
の
説
明
・
応
 

答
が
あ
つ
た
後
、
県
社
会
教
育
課
長
の
一
 

時
間
に
亘
る
講
演
あ
り
 

り
講
演
の
概
要
4
 

米
国
の
熱
目
社
会
と
日
本
の
数
育
社
会
を
 

比
較
し
て
見
る
と
、
 

米
国
の
教
育
社
会
に
於
て
は
徳
道
的
思
想
 

的
水
準
が
一
般
社
会
の
水
準
と
一
動
む
て
 

ノ

ー

 

居
る
が
、
之
に
反
し
日
本
の
教
育
社
会
そ
 

の
も
の
は
米
国
の
そ
れ
よ
り
、
施
設
そ
の
 

他
同
等
乃
至
そ
れ
以
上
に
優
れ
た
点
も
あ
 

る
が
、
道
徳
的
思
想
的
水
準
が
一
般
社
会
 

と
比
べ
る
と
著
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
る
 

日
本
の
学
校
は
民
主
的
な
水
準
の
高
い
教
 

育
が
施
さ
れ
て
い
る
に
反
し
、
家
庭
に
於
 

い
て
は
古
い
慣
習
の
下
に
育
て
ら
れ
て
い
 

て
、
学
校
と
社
会
で
は
全
然
別
個
な
環
境
 

下
に
鳳
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
敗
戦
後
 

米
国
の
助
言
と
指
導
下
に
制
度
革
命
は
完
 

全
に
遂
行
さ
れ
て
来
た
が
、
精
神
革
命
は
 

全
然
進
歩
の
跡
を
見
る
事
が
出
来
な
い
．
 

一
日
も
早
く
之
を
完
成
す
る
為
に
は
、
大
 

人
の
物
の
考
へ
方
、
心
構
え
を
根
本
的
に
 

切
り
変
へ
る
必
要
が
あ
る
．
燕
に
成
人
教
 

育
の
重
大
性
が
存
す
る
の
で
あ
つ
て
、
近
 

代
の
様
に
社
会
転
換
の
激
し
い
時
代
に
於
 

て
は
大
人
の
教
育
の
成
功
は
、
国
の
発
展
 

の
原
動
力
と
も
言
ふ
べ
く
、
こ
れ
に
反
し
 

て
大
人
の
熱
月
の
失
敗
は
国
の
滅
亡
を
来
 

す
事
が
明
ら
か
に
予
想
さ
れ
る
．
 

そ
れ
で
は
如
何
に
し
て
増
撮
す
べ
き
か
社
 

会
教
育
必
要
の
原
因
は
ど
う
か
に
つ
い
て
 

述
べ
よ
っ
．
先
づ
第
一
に
学
習
活
動
の
計
 

画
化
で
あ
る
が
、
県
内
の
或
る
村
で
役
場
 

吏
員
を
募
巣
し
た
際
、
採
用
試
験
を
行
つ
 

た
そ
う
で
あ
る
が
、
ロ
答
試
問
に
於
て
村
 

長
が
常
識
的
な
事
、
例
へ
ば
村
Q
月
数
・
 

村
の
税
金
の
使
途
・
村
の
米
の
供
出
量
そ
 

の
他
重
大
な
行
事
等
に
つ
い
て
質
間
し
た
 

の
に
対
し
判
然
と
答
へ
得
た
も
の
が
殆
ん
 

ど
な
か
つ
た
そ
う
で
、
此
の
様
な
村
の
基
 

本
的
な
事
実
に
対
す
る
知
識
に
全
然
欠
け
 

て
い
る
事
を
知
つ
て
、
何
も
教
え
て
い
な
 

い
事
が
解
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
し
み
 

ム
、
語
つ
た
事
が
あ
る
．
 

こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
此
の
様
に
 

基
本
的
な
知
識
の
欠
如
し
て
い
る
所
、
発
 

展
は
到
底
望
め
な
い
み
〈
篤
農
家
と
云
は
 

れ
る
様
な
人
の
共
通
な
事
実
は
何
処
の
篤
 

農
家
で
も
（
イ
）
非
常
に
家
庭
内
が
雷
頓
 

さ
れ
て
い
る
（
ロ
）
家
庭
内
が
仲
良
く
生
 

活
を
し
て
い
る
（
ハ
）
仏
壇
や
神
棚
の
掃
 

除
が
行
届
い
て
い
る
（
ニ
）
器
具
が
整
頓
 

さ
れ
て
い
る
大
体
以
上
の
様
な
共
通
点
が
 

見
出
さ
れ
る
．
従
つ
て
篤
農
家
は
台
理
的
 

な
生
活
を
し
て
い
る
事
が
指
摘
さ
れ
、
合
 

理
主
義
が
良
く
徹
底
さ
れ
て
い
る
事
が
窺
 

え
る
．
 

現
在
の
青
年
団
運
勤
に
し
て
も
民
衆
に
対
 

し
て
は
比
較
的
活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
 

て
い
る
が
、
同
じ
育
年
が
家
庭
内
に
於
て
 

は
何
等
生
活
意
見
を
持
た
な
い
．
此
れ
で
 

は
民
主
A
義
活
動
の
空
廻
り
と
言
ふ
よ
り
 

外
に
は
な
か
ろ
う
．
 

民
主
大
義
の
重
大
項
目
た
る
否
口
理
の
徹
 

底
的
除
去
に
あ
る
事
は
論
を
侯
た
な
い
所
 

で
あ
る
が
、
残
念
乍
ら
戦
後
何
等
実
質
的
 

に
は
向
上
し
て
い
な
い
．
（
以
下
次
号
）
 

，

‘

●

●

‘

ー

 

青
年
園
の
活
動
に
期
待
 

従
来
兎
角
青
年
団
の
活
動
が
低
調
だ
と
憂
 

へ
ら
れ
て
い
た
が
本
夏
彦
山
に
於
て
開
催
 

さ
れ
た
幹
部
講
習
会
に
出
席
し
て
帰
つ
て
 

来
た
幹
部
の
発
奮
に
依
つ
て
団
活
動
も
漸
 

く
活
気
を
帯
び
て
来
た
．
 

九
月
中
旬
に
女
子
部
生
活
改
善
研
究
会
を
 

き
つ
か
け
に
幹
部
の
会
合
が
し
ば
‘
く
行
 

わ
れ
、
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
協
議
 

の
結
果
其
の
手
始
と
し
て
、
三
学
校
の
運
 

動
会
に
ス
ケ
ヤ
ー
 
ン
ス
を
取
人
れ
全
員
 

の
体
育
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
に
 

一
決
．
従
来
各
支
部
対
抗
競
争
で
兎
角
物
 

華
留
醸
し
易
か
つ
た
競
争
意
識
に
肩
す
か
 

し
を
喰
し
て
計
画
し
た
ダ
ン
ス
は
、
其
の
 

練
習
の
過
程
に
於
て
団
員
の
親
密
度
を
加
 

へ
青
年
団
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
団
員
 

全
部
が
反
省
の
機
会
を
得
て
葦
極
な
こ
や
 

ソ
 

か
に
進
展
、
十
月
五
日
の
伊
方
校
運
動
会
 

を
皮
切
り
に
十
九
日
の
中
学
運
動
会
を
最
 

後
に
方
城
村
青
年
団
員
全
部
が
参
加
し
、
 

非
常
に
な
こ
や
か
な
律
動
美
を
展
開
し
、
 

一
般
の
関
心
を
強
め
好
評
を
博
し
た
。
こ
 

れ
を
契
機
と
し
村
民
の
期
待
に
反
す
る
事
 

な
く
、
青
年
団
本
来
の
使
命
連
成
に
愈
A
 

一
段
の
努
力
を
期
待
し
て
止
ぬ
も
の
で
あ
 

る。 ●
●
‘
ュ
●
●
‘
I

●
●
‘
'
‘
、
，
‘
、
，
,
,
'
.
I
 

一
、
教
育
委
員
の
 

選
挙
も
無
事
終
 

り
ま
し
て
、
優
 

秀
な
委
員
の
選
 

出
を
見
た
事
は
 

村
民
一
同
慶
賀
 

に
堪
へ
ま
せ
ん
。
 

一
、
村
議
ム
面
か
ら
人
格
識
見
共
に
円
澗
 

な
中
村
平
八
郎
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
会
 

と
の
接
衝
は
期
し
て
侯
つ
べ
き
も
の
が
 

あ
る
と
存
じ
ま
す
．
 

一
、
公
民
館
図
書
館
の
全
機
能
は
挙
つ
て
 

教
育
委
員
会
の
傘
下
に
統
合
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
．
 

一
、
十
一
月
一
日
か
ら
教
育
委
員
会
の
発
 

足
を
契
機
と
し
て
図
書
館
・
公
民
館
等
 

社
会
教
育
の
面
に
於
て
も
一
段
の
飛
躍
 

致
し
度
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
．
皆
様
 

方
の
御
準
力
を
切
望
致
し
ま
す
．
 

一
、
昨
年
に
引
続
き
今
年
も
北
海
道
開
拓
 

移
民
の
協
力
隊
が
県
で
編
成
さ
れ
、
去
 

る
九
月
五
日
か
ら
本
月
四
日
ま
で
ー
ケ
 

月
間
派
遣
さ
れ
、
本
村
か
ら
香
月
一
美
 

永
末
文
昭
雨
君
が
県
か
ら
選
抜
さ
れ
て
 

参
加
し
、
香
月
君
は
一
行
二
十
七
名
の
 

福
岡
県
協
力
隊
長
と
し
て
本
村
の
為
め
 

万
丈
の
気
を
吐
き
、
慈
な
く
帰
村
、
本
 

号
に
感
想
文
を
執
筆
し
て
頂
く
予
定
で
あ
 

つ
た
が
、
都
合
に
よ
り
翌
月
に
発
表
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
 


